
【取組内容】 自ら学習を進めていく力の育成

山江村立山田小学校（熊本県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

① 本校が考える複線型授業

・一連の流れは、単元全体で見る
ことも あるし、単元内の数時間
で見ることもできる。

・図中の青ラインは複線型授業で
の個々の児童の学びを表す。教師
は児童の発達段階に応じて、児童
が自分の力で①～⑤の学習サイク
ルを進めていける力を育成する。

・複線型授業の中では、児童が必
要に応じて他者参照（図中の赤ラ
イン）したり、教師の支援（図中
の緑ライン）を受けたりしながら
学習を進める。

・教科や単元に応じて、学習サイ
クルの一部を繰り返したり、一斉
授業、複線型授業を組み合わせた
りしていく。



【取組内容】 自ら学習を進めていく力の育成

山江村立山田小学校（熊本県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

② 自己選択・自己決定しながら学習を進める工夫

●「学びのガイド」の活用(ガイドAとガイドB)
「学びのガイド」とは、単元を通した学習課題や単元で付けたい力、単元の流れや評価基準を児童向けに分かりやすく示した
もの。基本の形式を使い、単元導入時に教師が示したり、児童と一緒に考えたりして作成する。
学びのガイドに示す、単元で働かせる「見方・考え方（キーワード）」を常に意識して学習させることで、学びの見通しをも
たせたり、学びを深めることにつながる。

③ 他者参照しながら学びを広げる工夫

●ICTを活用することで、児童が必要な時に容易に他者参照できる。

●学習計画と振り返りを同シートでできる学習シート



【取組内容】 学習者マインドの育成

山江村立山田小学校（熊本県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

●学習者マインドとは
学習者自身が、「なぜ学ぶのか」について考え、「学びの必要性」を感じ、学びたい気持ちをもっ
ている状態。
本校が目指す学習スタイルを進めていくには、この学習者マインドの育成は重要になる。
日常生活や各教科の指導の中で、個々や集団の学習者マインドを育成していく。

①日常的な指導

・児童の態度や体験、場面を捉え、「なぜ学
ぶのか」を考えるきっかけづくりをすること
ができた。

②教科における指導

・各教科の学びの目的や単元終了時の児童の姿
を示すことで、学習で身に付けられる力を知り、
ゴールに向かって努力できる児童を育成するこ
とができた。
・家庭学習とのつながりを考えることができた。



【取組内容】 「クラウドを活用した教員研修の取組」

山江村立山田小学校（熊本県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

地域内の授業研究会等においては、複数のグループで協
議を進めた。クラウドを活用したデジタルホワイトボー
ドを使用して、授業者への質問や授業への意見・感想を
交流することで、他のグループの意見を共有することが
できた。また、それらを蓄積していくことで、その後の
授業デザインを構想していくうえで大いに役に立った。



【取組内容】 子どもの見取りと評価の工夫

山江村立山田小学校（熊本県）【指定校】

様式Ⅰ-4

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

① 評価方法・時期・観点の明確化

●構想案の形式を変更
単元計画や本時の流れを個々の思考の流れを示すことができる形式に変更した。これにより、見取り
や評価の方法、タイミングを授業者が事前に想定しやすくなるようにした。
また、思考中の児童に、どのような支援が必要になりそうか、どの考え方の児童同士で他者参照すれ
ば、より多面的な見方になったり、思考が深まったりするかを支援することに役立つようにした。
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【取組内容】 子どもの見取りと評価の工夫

山江村立山田小学校（熊本県）【指定校】

様式Ⅰ-4

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

② 評価の共有

●評価を共有するよさ
自分の学びが、目標のどこまで近づい

ているか確認できることで、個々の学び
の質を高めることにつながった。

●共有方法
学びのガイドや本時の流れを児童に
示すものと一緒に、評価についても児
童に示すことができた。

●評価を共有するよさ

。

自分の学びが、目標のどこまで近づいてい
るか確認できる。

個々の学びの質を
高めることができる。
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